
UniBio Pressは何ができるか

－ 小さな変革から大きな変革へ－



（社） 日本動物学会の現状

社団法人日本動物学会会員２８００名

・事務職員は１名

・予算規模は５千万円

・印刷出版費３千万円（科研費１千万円）

・雑誌売上代金 ３００万円

生物系学協会では大規模学会？



日本の生物系学協会の現状

小規模学会の乱立

・生物学の広範囲な分野を反映？

・会費以外の収入は？

・会誌は会員のためのみの出版？

・そもそも学協会とは何か？



論文誌発行事業と助成金問題
昭和３０年から平成１０年まで右上がりの
曲線で、補助金は支出された。

・日本の経済成長に見合う

しかし、平成１０年からは見直しがはじまり

同時に計画調書は毎年スタイルを変更。

・平成１０年５月？化学会中西氏、日本
機械学会高橋氏、生化学会中嶋氏、動物
学会永井。学協会と文部省（当時）との戦
後はじめての会合。



大蔵省、文部省の見解
（平成１０年当時）

政府は、研究情報流通促進という観点か
ら公費を支出しており、現在の助成金は学
協会を守るのが第一義目的ではない。

研究情報に関し、研究者は何を求めてい
るのか、また、研究者のための組織である
学協会は、その維持のために、何が困って
おり、何を求めているのか、問題意識を把
握する必要がある。



情報伝達方法の多様化の中で、どういう形
の学術情報誌が求められているのか、学
協会は、研究者のニ－ズにどう対応する
のか。

学協会誌の評価は重要であるが、研究情
報に対する需要者側の要請の多様化、出
版経費の高額化に伴い、情報誌への補助
対象は学協会ではなく、出版社等という方
策の転換が考えられないか。民間参入と
いう新展開は、学術情報流通の活性化と
販売網の拡張をもたらす効果が期待でき
るのではないか



学協会は、研究者の自発性に基づき設立され、
自主的に運営されるのが基本原則であるが、そ
れら学協会に対する行政的つきあい方としては、
個々の対応ではなく、ネットワ－ク化体制の中心
的役割を担うべき代表的な学協会を対象とする
方策が、今後の検討課題となると思われる。

学術専門誌の商業化が進んでいるというが、米
国、西欧における学協会の有り様はどうなってい
るか。またこのような傾向の中での学協会の存
続意義をどのように捉えていったら良いのか、目
的、機能の両面から検討する必要がある。



国際化の波が押し寄せる中で、我が国とし
ても、その得意とする研究分野の情報を積
極的に発信する政策を進めていきたい。例
えば、国際発信できるジャ－ナルの育成策
（近縁情報誌の統合、５－１０年の継続助
成）も検討に値する問題である。



生物系学協会は統合できるのか

平成１２年５月１２日付け

世界へ向けての研究情報の発信と英文
学術誌の電子化出版

日本学術会議

応用物理学研究連絡委員会

工学共通基盤研究連絡委員会物理工
学専門委員会

物理学研究連絡委員会



結論からの抜粋

－－世界的に評価される学術情報の発信は
国の知的活力であり、現代における国力
の指標の一つでもある。英文学術誌は今
やそれぞれの学協会に属する会員のため
だけのものとしては成り立たず、世界の一
流誌に伍して国際的に読まれる学術誌に
ならなければ生き残れない。それには一学
会の力では難しく、複数の学協会が共同し
て共通の経営戦略の下に出版事業に努力
しなければならない時代になりつつある。



ではUniBio Pressは何ができる
か

生物系学協会３学会による日本発の電子
ジャ－ナルパッケ－ジ（JSTAGE)
商業出版社が介在しない、自主的意志、
合意によるパッケ－ジ

SPARC／JAPAN選定誌であることの優位
性

BioOne 方式による収入の分配





BioOne方式について

収入を、各雑誌のアクセス回数とペ－ジ数により、
収入を配分

本来は収入の決められた部分を新しいパ－トナ
－のため、運営のために残しておく。



Impact Factorとアクセスログ

現代の生物系における「情報」とは何か。
引用される論文だけが重要なのか。

フリ－アクセスはImpact Factorを上昇さ
せるという考え方

商業出版社のパッケ－ジの中にはいるこ
とはやはり有効？



UniBio Press 平成１６年度購読数
動物学会ZOOLOGICAL SCIENCEの購読
図書館がベ－ス

・国立大学図書館は３月８日付けでタス
クフォ－ス事務局から各大学へ通知

・私立大学図書館へ向けては３月５日
東西役員会席上、UniBio Pressとしての提
案書を提出。

・日本医学図書館協会との交渉開始



－学術情報の真の担い手は誰か－
研究者！！

学協会と図書館は、売り手と買い手。

双方の後ろに存在するのは研究者。

所属される学協会の雑誌をどうしたいかを主体
的に考えられるのは、編集委員会であり、所属
する会員の研究者。

良い論文をひとつ所属学会会誌へ投稿する。

その論文を必ず他の論文で引用する。


